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は
じ
め
に

　
『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
（
以
下
『
校
本
全
集
』
と
略
す
）
の
『
春
と
修
羅
　
第

三
集
』
（
以
下
『
第
三
集
』
と
略
し
、
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』
も
『
第
二
集
』
と
記

す
）
の
作
晶
で
は
、
一
九
二
八
年
の
日
付
を
持
つ
三
作
晶
「
台
地
」
．
「
停
留
所
に
て

ス
ヰ
ト
ン
を
喫
す
」
「
穂
孕
期
」
と
一
九
二
七
年
四
月
二
〇
日
の
日
付
を
持
っ
「
午
」

に
、
作
晶
番
号
（
以
下
番
号
と
略
す
）
が
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
背
景
を
探
り
、

番
号
の
意
味
を
吟
味
し
つ
つ
、
詩
人
が
構
想
し
て
い
た
《
春
と
修
羅
　
第
三
集
》

（
以
下
『
校
本
全
集
』
の
『
第
三
集
』
と
区
別
し
、
　
《
第
三
集
》
と
記
す
）
の
実
態

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
　
《
第
三
集
》
の
構
想
に
つ
い
て
は
杉
浦
静
氏
の
先
行
研
究

　
　
　
　
（
1
）

が
す
で
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
創
作
日
付
（
以
下
日
付
と
略
す
）
や
番
号
の
欠
落

過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
か
ら
、
　
《
第
三
集
》
の
一
九
三
一
年
構
想
の
実
態
の
解
明
を

試
み
た
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
『
校
本
全
集
』
の
『
第
二
集
』
『
第
三
集
』
は
、
未
完
の
詩
集
を

全
集
編
集
者
の
方
針
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
編
集
方
針
は
、
詩
人
が
詩

稿
を
整
理
し
て
い
た
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
表
紙
裏
の
メ
モ
に
あ
る
期
間
指
定
に
し
た

が
い
、
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
作
晶
の
う
ち
か
ら
、
日
付
と
番
号
が
あ
る
も
の
を
選

ん
で
、
日
付
順
に
配
列
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
終
稿
を
本
文
と
し
、
逐
次
稿

も
厳
密
に
翻
刻
校
訂
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
編
ま
れ
た
結
果
、
『
第
三
集
』
の
作

晶
が
、
改
稿
さ
れ
て
日
付
と
番
号
を
失
っ
た
場
合
は
、
日
付
と
番
号
を
持
た
な
い
作

晶
を
集
め
た
『
春
と
修
羅
　
詩
稿
補
遺
』
（
以
下
『
詩
稿
補
遺
』
と
略
す
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
あ
っ
て
も
番
号
が
無
く
、
用
紙
を
異
に
す
る
た
め
『
補
遺
詩

篇
■
」
に
収
め
ら
れ
た
「
装
景
家
と
助
手
と
の
対
話
」
も
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
も
す
で
に
『
校
本
全
集
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

が
、
詩
人
が
構
想
し
て
い
た
《
第
三
集
》
に
つ
い
て
は
、
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
表
紙

裏
の
メ
モ
に
、
最
初
は
「
春
と
修
羅
　
第
三
集
／
自
昭
和
元
年
／
至
　
　
四
年
」
と

あ
っ
た
も
の
を
、
後
に
「
春
と
修
羅
／
第
三
集
／
自
昭
和
元
年
四
月
／
至
　
　
三
年

七
月
」
と
改
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
詩
集
の
内
容
に
関
わ
る
構
想
も
、
詩
法
メ
モ
7

で
は
、
「
第
二
洩
自
然
」
「
第
四
、
文
語
、
」
と
対
比
す
る
形
で
《
第
三
集
》
を
「
第

三
、
／
心
象
／
ス
ケ
ッ
チ
」
と
捉
え
、
部
立
構
成
と
し
て
い
た
が
、
詩
法
メ
モ
8
で

は
「
第
三
詩
集
　
手
法
の
革
命
を
要
す
／
（
中
略
）
／
感
想
手
記
　
叫
び
／
心
象
ス

ケ
ッ
チ
に
非
ず
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
《
第
三
詩
集
》
が
、
文
語
詩
集
と
口

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
田
社
会
科
学
）
第
二
十
七
巻
　
七
三
頁
∫
八
六
頁

平
成
五
年
十
二
月
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語
詩
集
の
ど
ち
ら
を
意
味
す
る
か
は
な
お
疑
問
だ
が
、
　
《
第
三
集
》
に
関
わ
る
な
ら
、

詩
人
の
構
想
が
指
定
期
間
だ
け
で
な
く
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
集
と
性
格
づ
け
て
い
た

《
第
三
集
》
を
、
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
に
非
ず
」
と
し
た
《
第
三
詩
集
》
に
変
え
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
関
連
す
る
事
実
と
し
て
、
詩
人
の
最
晩
年
の
詩
稿
整
理
の
流
れ
を
見
る
と
、

『
第
二
集
』
に
つ
い
て
は
、
四
九
篇
（
中
断
稿
一
篇
を
含
む
）
の
作
晶
が
定
稿
詩
稿

用
紙
（
一
九
三
三
年
六
月
に
作
成
し
、
最
晩
年
に
使
用
し
た
）
に
書
き
写
さ
れ
て
い

て
、
な
お
口
語
詩
集
編
集
へ
の
意
欲
が
明
確
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
第
三
集
』
の

作
晶
で
は
六
篇
し
か
な
い
。
逆
に
文
語
詩
に
改
稿
さ
れ
た
も
の
で
は
、
『
第
二
集
』

か
ら
文
語
詩
化
さ
れ
た
も
の
が
一
一
篇
で
、
『
第
三
集
』
か
ら
改
稿
さ
れ
た
も
の
が

二
五
篇
（
中
断
稿
を
含
む
）
あ
る
。
『
第
三
集
』
に
つ
い
て
は
洩
作
者
の
意
識
が
文

語
詩
化
に
傾
い
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
流
動
性
の
強
い
，
《
第
三
集
》
構
想
だ
が
、
た
だ
、
こ
れ
に
収
め
る
べ

き
作
晶
を
日
付
と
番
号
を
持
つ
作
晶
に
限
定
す
る
と
し
た
作
者
の
言
葉
は
、
見
当
た

ら
な
い
。
日
付
と
番
号
を
最
後
ま
で
書
き
と
め
て
い
る
作
者
の
こ
だ
わ
り
か
ら
し
て

も
、
時
期
指
定
に
厳
密
を
期
す
上
で
も
『
校
本
全
集
』
の
編
集
方
針
は
理
解
で
き
る

し
、
先
に
あ
げ
た
番
号
の
な
い
四
作
晶
を
含
め
た
こ
と
も
、
作
晶
を
詩
稿
用
紙
に
記

さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
た
場
合
、
『
疾
中
』
詩
篇
を
除
け
ば
、
作
者
の
最
終
的
な
指

定
期
間
以
後
の
日
付
を
持
つ
作
晶
が
無
い
こ
と
か
ら
し
て
、
妥
当
性
を
持
つ
。

　
だ
が
、
『
新
修
　
宮
沢
賢
治
全
集
』
（
以
下
『
新
修
全
集
』
と
記
す
）
第
四
巻
解
説

に
も
「
『
第
二
集
』
以
来
、
作
晶
の
逐
次
稿
の
い
ち
い
ち
に
あ
れ
ほ
ど
几
帳
面
に
作

晶
番
号
と
日
付
を
記
入
し
て
い
る
賢
治
が
、
昭
和
二
年
秋
以
降
、
そ
れ
を
や
め
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
、
賢
治
の
作
晶
意
識
の
変
化
を
見
る
べ
き
か
否
か
。
そ
れ
は
今
後
さ

ら
に
検
討
⑧
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
」
と
あ
る
。
日
付
と
番

号
の
欠
落
過
程
を
た
ど
り
《
第
三
集
》
一
九
三
一
年
構
想
を
吟
味
し
て
み
る
な
ら
ば
、

『
詩
稿
補
遺
』
の
一
部
を
含
ん
だ
《
第
三
集
》
の
可
能
生
も
あ
り
え
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
て
く
る
。
な
お
仮
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
お

く
こ
と
が
、
作
者
の
詩
業
全
体
の
正
確
な
理
解
の
た
め
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

二
　
番
号
欠
落
の
時
期
と
番
号
欠
落
の
理
由
一

　
《
第
三
集
》
の
最
も
早
い
段
階
の
形
を
残
し
た
も
の
は
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
『
新
彦
全
集
』
の
解
説
で
は
、
一
九
二
七
年
頃
の
成
立
と
す
る
。

根
拠
は
特
に
示
し
て
な
い
が
、
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
〇
八
二
番
［
あ
す
こ
の

田
は
ね
え
］
の
逐
次
稿
（
二
）
「
稲
作
挿
話
（
未
定
稿
）
」
が
「
聖
燈
」
に
発
表
さ
れ

た
の
が
一
九
二
八
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
一
応
の
成
立
時
期
は
、

こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
最
後
の
作
晶
で
あ
る
一
〇
九
二
番
「
藤
根
禁
酒
会
へ
贈
る
」

の
創
作
日
付
の
日
、
一
九
二
七
年
九
月
ニ
ハ
日
以
降
一
九
二
八
年
初
頭
ま
で
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
（
後
日
の
挿
入
稿
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
ま
だ

特
定
で
き
て
い
な
い
）
。

　
『
詩
ノ
ー
ト
』
で
最
後
の
番
号
を
持
つ
作
晶
は
、
一
〇
九
二
番
「
藤
根
禁
酒
会
へ

贈
る
」
で
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
か
ら
発
展
し
て
『
第
三
集
』
に
採
録
さ
れ
た
最
後
の
作

晶
は
、
一
〇
九
〇
番
［
何
を
や
っ
て
も
間
に
合
わ
な
い
］
（
一
九
二
七
・
八
・
二
〇
・
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
最
後
と
し
て
、
賢
治
詩
に
こ
れ
以
後
の
番
号
を
持
つ
例
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
付
は
『
第
三
集
』
以
後
の
作
晶
に
も
ま
ば
ら
に
あ
る
が
、
『
疾

中
』
の
「
夜
」
（
一
九
二
九
・
四
・
二
八
・
）
が
、
一
つ
の
例
外
を
除
い
て
最
後
の

例
で
あ
る
。
そ
の
例
外
は
、
『
第
三
集
』
の
付
録
と
し
て
収
め
ら
れ
た
一
八
四
ノ
変
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「
春
　
変
奏
曲
」
（
一
九
三
三
・
七
・
五
・
）
で
、
最
も
遅
い
日
付
を
持
つ
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
『
第
二
集
』
の
作
晶
が
新
し
い
素
材
を
取
り
込
ん
だ
改
稿
形
の
例
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
一
見
番
号
が
先
に
欠
落
し
、
次
い
で
日
付
が
欠
落
し
た
よ
う

に
見
え
る
が
、
実
際
の
手
順
か
ら
い
え
ば
、
番
号
を
付
け
る
作
業
に
入
る
よ
り
前
の
段

階
で
、
日
付
を
っ
け
る
こ
と
が
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
八
年
六
月
の
日
付
を

持
つ
『
三
原
三
部
』
と
『
重
呂
の
一
部
に
は
日
付
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
『
疾
中
』
に

な
る
と
急
に
少
な
く
な
る
か
ら
、
『
疾
中
』
の
ウ
ル
⑧
ノ
ー
ト
執
筆
中
に
、
療
養
生
活
も

影
響
し
て
日
寸
を
っ
け
る
こ
と
が
ま
れ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
第
三
集
』
の
創
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

過
程
を
み
る
と
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
段
階
で
作
晶
に
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例

か
ら
番
号
は
ノ
ー
ト
稿
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
と
考
え
る
な
ら
、
「
『
三
原
三
部
』
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ト
」
以
下
の
ノ
ー
ト
の
使
用
時
期
は
、
一
九
三
〇
年
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
作
者

が
一
九
二
七
年
九
月
末
以
降
の
メ
モ
を
ノ
ー
ト
に
整
理
す
る
段
階
で
は
、
作
晶
に
日
付

が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
、
ノ
ー
ト
稿
お
よ
び
『
疾
中
』
に
一
連
の
整
理
番
号
を

打
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の
も
、
多
分
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
だ
が
、
『
第
三
集
』
の
番
号
を
欠
く
四
作
晶
だ
け
を
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
日
付
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
作
晶
の
創
作
過
程
に
お
い
て
、
日
付
が
作
晶
の
素
材
を
得
た
日

を
意
味
し
、
作
晶
番
号
が
ノ
ー
ト
稿
段
階
で
作
晶
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
け
ら
れ
た
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

理
番
号
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
番
号
が
機
械
的
な
も
の
で
あ
り
、

か
つ
必
要
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
作
晶
に
適
宜
番
号
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ

る
。
作
者
が
そ
れ
を
し
て
い
な
い
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
差
し
替
え
稿
に
見
る
番
号
の
意
味
と
欠
落
の
理
曲
二

こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
差
し
替
え
稿
の
番
号
の
取
扱
い
方
が
一

つ
の
参
考
に

作
晶
番
号
欠
落
過
程
と
く
春
と
修
羅
　
第
三
集
v
一
九
三
一
年
構
想
（
木
村
）

な
る
。
筆
者
が
今
、
差
し
替
え
稿
と
呼
ぶ
も
の
は
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
段
階
で
「
社

会
主
義
思
想
」
．
へ
の
親
近
を
見
せ
た
作
者
が
、
『
第
三
集
』
で
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
他
の
作
晶
に
差
し
替
え
た
も
の
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
一
〇
二
〇
番
の
［
労
働

を
嫌
忌
す
る
こ
の
人
た
ち
が
］
を
「
野
の
師
父
」
に
、
一
〇
二
一
番
の
［
あ
そ
こ
に

レ
オ
ノ
レ
星
座
が
出
て
る
］
を
「
和
風
は
河
谷
い
っ
ぱ
い
に
吹
く
」
に
、
一
〇
五
六

番
の
［
サ
キ
ノ
ハ
カ
と
い
ふ
黒
い
花
と
い
っ
し
ょ
に
］
を
［
秘
事
念
仏
の
大
元
締
が
］

に
差
し
替
え
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
自
筆
の
番
号
を
欠
く
「
午
」
に
も
、
一
〇

四
一
番
「
清
潔
法
施
行
」
の
差
し
替
え
稿
の
可
能
性
が
あ
る
。
「
午
」
を
除
く
三
作

晶
は
、
差
し
替
え
ら
れ
た
元
の
作
晶
の
番
号
の
方
を
引
き
継
い
で
い
る
た
め
、
一
種

の
番
号
重
複
が
起
き
て
い
る
。
「
和
風
は
河
谷
い
っ
ぱ
い
に
吹
く
」
の
場
合
は
、
『
詩

ノ
ー
ト
』
段
階
で
一
〇
八
三
番
で
あ
っ
た
も
の
が
、
日
付
の
変
更
も
伴
っ
て
番
号
が

変
更
さ
れ
た
特
異
な
例
で
あ
る
。
『
第
二
集
』
に
お
い
て
も
、
九
〇
番
で
［
祠
の
前

の
ち
し
ゃ
の
い
ろ
し
た
草
は
ら
に
］
（
以
後
［
祠
の
前
の
…
］
と
略
す
）
と
「
風
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

反
感
」
で
、
作
晶
の
差
し
替
え
が
試
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
第
二
集
』
『
第
三
集
』
に
お
い
て
、
複
数
の
作
晶
で
番
号
が
重
複
し
て
い
る
場

合
に
は
、
一
連
の
メ
モ
か
ら
生
ま
れ
た
類
似
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
根
底
に
持
っ
も
の
が

多
く
、
そ
の
場
合
に
は
、
し
ば
し
ば
作
晶
の
場
所
や
日
付
が
近
接
し
て
い
る
の
だ
が
、

差
し
替
え
稿
で
は
、
日
付
と
作
晶
の
場
所
が
大
き
く
離
れ
て
い
て
、
な
お
番
号
の
重

複
が
あ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
れ
ら
の
点
に
っ
い
て
は
、
別
に
述
べ
て
い
る
の
で
詳
細
は
省
く
が
、
こ
れ
ら
の

作
晶
が
書
か
れ
て
い
る
用
紙
に
注
目
し
て
見
る
と
、
『
第
三
集
』
の
三
作
晶
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
は
、
い
ず
れ
も
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
「
和
風
は
河
谷
い
っ

ぱ
い
に
吹
く
」
の
場
合
は
少
し
特
異
で
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
段
階
か
ら
下
書
稿
（
三
）

段
階
ま
で
、
一
〇
八
三
番
の
番
号
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
下
書
稿
（
二
）
（
三
）
は
、
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赤
罫
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
日
付
も
こ
の
段
階
ま
で
一
九
二
七
年
七
月
一
四

日
で
あ
る
。
番
号
が
一
〇
二
〇
番
に
改
め
ら
れ
た
下
書
稿
（
四
）
か
ら
、
黄
罫
2
4
系

詩
稿
用
紙
に
な
っ
て
、
日
付
も
こ
の
段
階
で
一
九
二
七
年
八
月
二
〇
日
に
改
め
ら
れ

て
い
る
。
日
付
の
変
更
は
、
新
し
く
主
要
な
素
材
を
取
り
込
ん
だ
時
行
わ
れ
る
措
置

で
あ
る
。
こ
の
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
が
使
わ
れ
た
時
期
ば
、
一
九
三
〇
年
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

・
差
し
替
え
が
行
わ
れ
た
か
と
見
ら
れ
る
作
晶
の
中
で
、
「
清
潔
法
施
行
」
の
差
し

替
え
稿
か
と
見
ら
れ
る
「
午
」
に
は
自
筆
の
番
号
が
な
い
。
「
午
」
の
下
書
稿
（
一
）

の
用
紙
も
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
で
あ
る
か
ら
、
「
午
」
に
だ
け
番
号
が
な
い
理
由
は
、

時
期
の
問
題
と
は
い
え
な
い
。
差
し
替
え
稿
同
士
の
関
係
の
違
い
に
あ
る
可
能
性
が

大
き
い
が
、
差
し
替
え
稿
の
作
晶
間
関
係
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
一
〇
二
〇
番
の
［
労
働
を
嫌
忌
す
る
こ
の
人
た
ち
が
］
と
「
野
の
師
父
」
に
っ
い

て
は
、
前
者
に
労
働
を
嫌
う
人
が
「
そ
の
人
た
ち
の
系
統
」
を
含
め
て
「
ラ
イ
病
の

や
う
に
恐
れ
ら
れ
る
」
時
代
が
来
た
こ
と
を
祝
う
主
題
が
あ
り
、
後
者
に
労
働
の
辛

酸
を
嘗
め
て
き
た
農
夫
に
最
大
級
の
敬
意
を
表
す
る
と
い
う
主
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
主
題
に
は
、
社
会
の
支
配
層
の
没
落
を
喜
ぷ
の
と
、
社
会
の
底
辺
で
苦
し
む
人
々

，
に
賞
賛
を
与
え
る
の
と
に
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
主
張
の
眼
目
に
は
通
底
す
る
も

の
が
あ
る
。

　
　
一
〇
二
一
番
の
［
あ
そ
こ
に
レ
オ
ノ
レ
星
座
が
出
て
る
］
と
「
和
風
は
河
谷
い
っ

ぱ
い
に
吹
く
」
の
関
係
を
見
て
も
、
前
者
で
は
混
濁
し
た
街
の
明
り
の
上
に
新
時
代

の
到
来
を
予
兆
す
る
か
の
よ
う
な
星
座
を
見
た
後
、
俳
個
す
る
社
会
主
義
者
を
配
し

て
暗
い
時
代
の
終
り
を
灰
め
か
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
に
直
接
杜
会
性
は
な
い

が
、
苦
難
を
強
い
ら
れ
て
き
た
長
雨
が
晴
れ
る
兆
し
を
見
つ
け
て
、
明
る
い
季
節
の

到
来
を
予
祝
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
創
作
日
付
の
日
の
気
象
状

況
等
を
参
照
し
て
み
て
も
、
こ
の
日
雨
が
や
ん
で
す
ぐ
に
倒
れ
た
稲
が
起
き
上
が
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
点
を
考
え
る
と
、
後
者
に
は
象
徴
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
（
m
）

を
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
一
〇
五
六
番
の
n
サ
キ
ノ
ハ
カ
と
い
ふ
黒
い
花
と
い
っ
し
ょ
に
］
と
［
秘
事
念
仏

の
大
元
締
め
が
］
の
関
係
を
見
て
も
、
前
者
が
革
命
の
到
来
と
と
も
に
腐
敗
階
層
の

自
壊
現
象
を
捉
え
、
新
し
い
時
代
の
近
い
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者

で
も
秘
事
念
仏
の
家
族
に
自
壊
現
象
を
認
め
た
う
え
で
、
新
し
い
事
態
の
到
来
を
告

げ
る
か
の
よ
う
な
「
紅
毛
ま
が
ひ
の
郵
便
屋
し
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

　
総
括
的
に
見
て
、
杜
会
運
動
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
差
し
替
え
稿
の
方
が
ず
い
ぶ

ん
後
退
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
作
晶
間
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
は
、
大
ら
か

に
見
れ
ば
相
互
に
共
通
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
は
、
『
第
二
集
』
の
九
〇
番
［
祠
の
前
の
…
］
と
「
風
と
反
感
」
の
間
に

も
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
だ

け
を
い
え
ば
、
□
祠
の
前
の
…
］
で
は
空
を
「
天
の
氷
」
（
生
前
発
表
形
）
と
い
い
、

「
風
と
反
感
」
で
は
、
太
陽
の
こ
と
を
「
真
録
い
ろ
の
皿
み
た
い
な
も
の
を
／
風
の

な
か
か
ら
ち
ぎ
っ
て
投
げ
て
よ
こ
」
す
も
の
と
提
え
（
生
前
発
表
形
）
、
こ
れ
ら
の

冷
た
い
天
象
に
対
立
す
る
形
で
、
地
上
の
も
の
に
独
自
の
存
在
を
主
張
さ
せ
て
い
る

点
で
、
二
作
晶
は
共
通
す
る
主
題
を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
の
点
が
確
認
さ
れ
て
み
る
と
、
作
者
が
作
晶
に
新
し
い
素
材
を
得
て
こ
れ
を
取

り
込
む
と
、
番
号
は
早
い
方
を
受
け
継
ぎ
、
日
付
は
主
要
な
素
材
を
得
た
日
の
そ
れ

に
改
め
て
い
る
の
も
、
根
底
に
こ
れ
と
類
似
し
た
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
れ

る
。
根
底
に
共
通
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
掴
ん
で
い
れ
ば
こ
そ
、
新
し
い
素
材
の
取
り

込
み
が
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
は
、
作
晶
の
場
所
や
季
節
も
近
い

も
の
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
『
第
二
集
』
で
は
九
三
番
の
『
畷
原
淑
女
』
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と
［
ふ
た
り
お
ん
な
じ
さ
う
い
ふ
奇
体
な
扮
装
で
］
の
よ
う
に
、
同
一
作
晶
の
逐
次

稿
で
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
情
景
に
す
り
替
え
ら
れ
、
連
作
に
よ
る
主
題
の
連
続
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

展
開
と
い
っ
た
趣
を
示
す
例
も
あ
っ
た
。

　
差
し
替
え
稿
で
は
、
作
晶
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
捉
え
方
を
さ
ら
に
広
く
し
て
、
作
晶
の

場
所
も
季
節
も
違
う
が
主
題
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
同
一
番
号
と
し
て
い
る
わ

け
で
か
る
。
『
第
二
集
』
の
場
合
を
見
て
も
、
同
一
番
号
で
複
数
の
作
晶
が
あ
る
こ
と
を

作
者
は
最
終
的
に
避
け
て
い
な
い
。
九
〇
番
で
番
号
が
重
複
し
て
い
る
［
祠
の
前
の
…
］

と
「
風
と
反
感
」
は
、
と
も
に
定
稿
詩
稿
用
紙
に
書
き
取
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
一
〇
四
一
番
「
清
潔
法
施
行
」
と
『
第
三
集
』

の
「
午
」
と
で
は
、
「
清
潔
法
施
行
」
が
、
雑
草
を
焼
き
払
え
ば
「
路
と
／
家
と
が

き
れ
い
に
残
る
筈
」
と
し
、
邪
魔
な
も
の
を
法
に
よ
っ
て
一
掃
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
に
対
し
、
「
午
」
で
は
変
動
す
る
時
代
を
誠
実
に
生
き
て
き
た
老
人
の
姿
を

見
て
「
段
鑑
遠
か
ら
ず
」
と
し
、
詩
人
が
そ
こ
に
自
己
の
将
来
の
姿
を
見
て
い
る
。

主
題
に
相
互
の
関
係
が
な
い
。
「
午
」
に
作
晶
番
号
が
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
は
あ

る
ま
い
か
。

　
詩
稿
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
『
補
遺
詩
篇
■
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
未

定
稿
の
「
装
景
家
と
助
手
と
の
対
話
」
（
一
九
二
七
・
六
・
一
・
）
に
も
、
類
似
し

た
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
日
付
だ
け
が
あ
っ
て
番
号
が
欠
落
し
て
い
る
作
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
午
」
に
最
も
近
い
性
格
の
作
晶
で
あ
る
。
作
晶
の
差
し
替

え
が
意
図
さ
れ
た
様
子
は
な
い
が
、
ノ
ー
ト
稿
が
記
さ
れ
て
い
る
「
『
装
景
手
記
』

ノ
ー
ト
」
の
使
用
時
期
が
一
九
三
〇
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、
時
期
的
に
一
致
す

る
。
『
詩
ノ
ー
ト
』
に
は
、
同
日
の
作
晶
と
し
て
一
〇
七
一
番
［
わ
た
く
し
ど
も
は
］

一
〇
七
二
番
「
峠
の
上
で
雨
雲
に
云
ふ
」
一
〇
七
三
番
「
鉱
山
駅
」
が
あ
り
、
前
後

に
も
欠
番
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
モ
テ
ィ
ー
フ
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
の
作
晶
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落
過
程
と
く
春
と
修
羅
　
第
三
集
v
一
九
三
一
年
構
想
（
木
村
）

に
、
新
し
い
番
号
を
与
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
が
「
装
旦
曇
琢
と
助
手
と
の
対
話
」

に
、
番
号
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
番
号
と
作
晶
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の

関
係
が
明
確
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
ら
後
か
ら
追
加
し
て
作
ら
れ
た
二
つ
の
作
晶
に

は
、
番
号
を
与
え
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
材
を
得
た

日
を
示
す
創
作
日
付
は
早
い
が
、
後
か
ら
追
加
し
て
創
作
さ
れ
た
作
晶
に
は
、
新
し

い
番
号
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
詩
ノ
ー
ト
』
段
階
で
は
洩
「
増
水
」
の
例
の
よ
う
に
、
追
加
挿
入
稿
に
枝
番
を

つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
者
の
手
元
に
は
、
日
付
の
つ
い
て
い
な
い

作
晶
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
統
一
的
に
整
理
す
る
番
号
の
つ
け
方
は
、
容
易
に
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
『
詩
稿
補
遺
』
に
『
詩
ノ
ー
ト
』
や
『
第
三
集
』
か
ら
改
稿
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
明
ら
か
に
羅
須
地
人
協
会
時
代
に
取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
作
晶
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
こ
ろ
か
ら
、
作
者
の
手
元
に
は
番

号
を
持
つ
作
晶
群
に
加
え
て
、
番
号
を
持
た
な
い
作
晶
群
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
と
推

定
さ
れ
る
。

　
で
は
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
番
号
を
持
た
な
い
作
晶
は
、
幾
分
創
作
時
期
が
遅
い
と

推
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
は
《
第
三
集
》
に
含
め
ら
れ
な
い
別
種
の
作
晶
だ
っ

た
の
か
。
あ
る
い
は
、
一
度
も
生
前
発
表
形
に
っ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
な
い
番
号
は
、

何
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
『
詩
稿
補
遺
』
の
作

晶
群
と
の
対
比
に
お
い
て
番
号
の
意
味
が
再
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

四
　
作
品
の
振
り
分
け
に
見
ら
れ
る
番
号
の
意
味
と
欠
落
の
理
由
三

こ
う
し
た
番
号
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
、

番
号
欠
落
の
理
由
を
考
え
る
上
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で
、
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
作
者
が
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
、

作
晶
の
改
稿
に
際
し
て
日
付
と
番
号
を
残
す
作
晶
と
こ
れ
を
捨
て
る
作
晶
と
を
振
り

分
け
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

　
『
第
二
集
』
『
第
三
集
』
所
収
の
作
晶
（
日
付
と
番
号
を
保
存
し
た
作
晶
）
で
、

定
稿
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
　
一
八
四
ノ
変

「
春
　
変
奏
曲
」
（
一
九
三
三
・
七
・
五
・
）
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
の
改
稿
で
、

新
し
い
素
材
を
取
り
込
ん
だ
た
め
に
日
付
が
変
わ
っ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

『
校
本
全
集
』
で
は
、
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
作
晶
で
日
付
と
番
号
を
持
た
な

い
も
の
は
、
改
稿
過
程
で
こ
れ
を
失
っ
た
も
の
も
含
め
て
『
詩
稿
補
遺
』
と
し
て
ま

と
め
て
い
る
わ
け
だ
が
、
『
第
三
集
』
か
ら
『
詩
稿
補
遺
』
に
入
れ
ら
れ
た
作
晶
は
、

一
一
篇
を
数
え
（
改
稿
過
程
で
作
晶
が
融
合
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
『
第

三
集
』
の
二
二
篇
が
移
行
さ
れ
て
い
る
）
、
『
第
二
集
』
か
ら
移
行
さ
れ
た
も
の
も
一

二
篇
が
あ
る
。

　
『
第
二
集
』
『
第
三
集
』
か
ら
『
詩
稿
補
遺
』
に
移
さ
れ
た
二
三
作
晶
が
、
日
付

と
番
号
を
失
っ
た
時
に
使
用
さ
れ
て
い
る
用
紙
を
見
る
と
、
赤
罫
詩
稿
用
紙
三
例
、

無
罫
詩
稿
用
紙
一
例
、
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
一
例
、
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
九
例
、
黄

罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
八
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
赤
罫
詩
稿
用
紙
の
使
用
時
期
は

早
く
、
一
九
二
六
年
末
以
降
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
問
題
に
な
る
作
晶
で
は
い
ず
れ

も
使
用
済
み
の
用
紙
を
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
に
あ
っ
た
作
晶

が
、
他
の
用
紙
に
書
き
写
さ
れ
た
後
に
利
用
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
逐
次
稿
が
写
さ
れ
た
用
紙
は
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
が
二
例
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
詩

に
改
稿
さ
れ
た
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
「
B
形
1
0
2
0
イ
ー
グ
ル
印
原
稿
用
紙
」
（
以

後
「
B
形
用
紙
」
と
略
す
）
が
一
例
で
あ
る
。
「
B
形
用
紙
」
の
使
用
時
期
は
、
　
一

九
二
四
年
か
ら
一
九
二
六
年
こ
ろ
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
．
一
例
（
三
五
番

「
測
侯
所
」
下
書
稿
二
の
裏
に
書
か
れ
た
「
あ
け
が
た
に
な
り
」
）
を
例
外
と
し
て
、

他
は
一
九
三
〇
年
を
遡
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
あ
け
が
た
に
な
り
」
の
改
稿
時

期
に
し
て
も
、
「
B
形
用
紙
」
の
使
用
時
期
は
、
上
限
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

推
定
と
特
に
矛
盾
す
る
の
も
で
は
な
い
。

　
で
は
こ
こ
に
、
詩
人
の
詩
意
識
の
変
化
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
、
今

直
接
そ
れ
に
答
え
る
用
意
が
な
い
。
た
だ
、
言
え
る
こ
と
は
、
日
付
と
番
号
を
保
存

し
た
作
晶
と
、
こ
れ
を
捨
て
た
作
晶
を
と
も
に
、
最
晩
年
に
至
っ
て
定
稿
詩
稿
用
紙

に
写
し
と
っ
た
事
実
が
あ
り
、
一
定
の
選
択
を
し
た
作
晶
群
を
比
較
し
て
み
る
と
、

『
第
三
集
』
か
ら
選
択
さ
れ
た
も
の
と
『
詩
稿
補
遺
』
か
ら
選
択
さ
れ
た
も
の
と
の

間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
色
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
詩
人
が
日
付
と
番
号
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
を
と
も
に
尊
重
し
て

い
た
こ
ど
と
も
に
、
日
付
と
番
号
の
有
無
は
、
作
晶
の
内
容
に
関
連
す
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
よ
う
。

　
そ
の
作
晶
選
択
を
し
た
結
果
が
本
稿
末
尾
の
別
表
1
■
に
掲
げ
た
「
田
園
詩
篇
」

と
「
生
活
㊧
社
会
詩
篇
」
だ
が
、
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
選
び
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
段
階
は
、
『
第
三
集
』
と
『
詩
稿
補
遺
』
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
詩
稿
用
紙
の
欄
外
に
⑦
印
を
っ
け
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
選
び
出
し
て
み

た
。
『
第
三
集
』
の
も
の
は
杉
浦
氏
が
選
び
出
さ
れ
、
二
六
作
晶
を
も
っ
て
『
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

集
』
の
一
九
三
一
年
構
想
の
核
の
一
部
と
さ
れ
た
作
晶
群
で
あ
る
。
『
詩
稿
補
遺
』

に
っ
い
て
は
、
九
篇
で
あ
る
。
『
詩
稿
補
遺
』
の
九
篇
は
い
ず
れ
も
『
詩
ノ
ー
ト
』

『
第
二
集
』
『
第
三
集
』
の
逐
次
形
で
な
い
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
の
⑦
印
を
付
さ
れ
た
二
つ
の
作
晶
群
を
固
定
的
に
考
え
て
は
、
お

そ
ら
く
判
断
を
誤
る
。
例
え
ば
『
第
三
集
』
の
「
蛇
踊
」
「
井
戸
」
「
燕
麦
の
種
子
を

こ
ぼ
せ
ば
」
の
逐
次
稿
は
や
が
て
『
詩
稿
補
遺
』
に
移
行
す
る
。
［
お
い
、
け
と
ば
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す
な
］
［
秘
事
念
仏
の
大
元
締
め
が
］
に
つ
い
て
も
、
『
校
本
全
集
』
の
校
異
に
よ
る

と
［
同
心
町
の
夜
あ
け
が
た
］
「
野
の
師
父
」
［
二
時
が
こ
ん
な
の
暗
い
の
は
］
［
何

を
や
っ
て
も
間
に
合
は
な
い
」
と
同
様
、
そ
の
用
紙
に
「
横
に
四
っ
折
り
さ
れ
て
い

た
痕
」
を
と
ど
め
て
い
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
類
似
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
う
ち
「
野
の
師
父
」
以
下
の
三
作
晶
の
逐
次
稿
は
『
詩
稿
補
遺
』
に
移

行
し
て
い
る
。
「
お
い
　
け
と
ば
す
な
」
に
っ
い
て
は
、
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
に
書

か
れ
た
逐
次
稿
が
あ
る
の
で
、
改
め
て
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
の

逐
次
衡
を
見
る
と
、
「
政
治
家
」
↓
「
測
量
」
↓
［
お
い
、
け
と
ば
す
な
］
と
変
化

し
て
お
り
、
作
晶
の
性
格
が
社
会
批
判
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
か
ら
幾
分
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
田
園
ス
ケ
ッ
チ
的
な
そ
れ
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
［
秘
事
念
仏
の
大
元

締
め
が
］
に
っ
い
て
は
、
保
留
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
ま
た
、
『
第
三
集
』
の
［
甲
助
　
今
朝
ま
だ
く
ら
あ
に
］
と
『
詩
稿
補
遺
』
の

「
事
件
」
と
「
杉
」
に
は
、
⑦
が
っ
け
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
用
紙
に
「
横
に
二
っ

折
り
（
上
辺
と
下
辺
が
か
さ
な
る
よ
う
に
）
さ
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
」
と
い
う
。

同
様
の
痕
跡
が
表
の
注
に
記
し
た
他
の
六
作
晶
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
晶
は
、

『
詩
稿
補
遺
』
で
㊦
印
を
つ
け
ら
れ
た
二
作
晶
と
共
に
、
一
応
別
扱
い
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
強
い
。
［
甲
助
　
今
朝
ま
だ
く
ら
あ
に
］
と
「
杉
」
に
つ
い
て
は
、
黄
罫

2
2
系
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
逐
次
稿
が
あ
る
の
で
、
改
め
て
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
「
事
件
」
は
保
留
し
つ
つ
考
察
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
杉
」
の
逐
次

稿
を
見
る
と
、
田
園
ス
ケ
ッ
チ
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
中
心
に
し
た
も
の
か
ら
、
詩
人

の
自
意
識
を
中
心
に
し
た
も
の
に
性
格
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
田
園
ス
ケ
ッ

チ
の
性
格
が
強
い
「
事
件
」
が
保
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
詩
稿
用
紙
に
注
目
し
て
み
る
と
、
『
第
三
集
』

の
作
晶
に
つ
い
て
は
、
一
〇
七
九
「
僚
友
」
で
洩
二
種
の
原
稿
に
⑦
印
が
つ
い
て
い

る
の
を
含
め
て
、
赤
罫
詩
稿
用
紙
一
例
、
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
二
例
、
黄
罫
2
4
系
詩

稿
用
紙
二
四
例
で
あ
る
。
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
で
あ

る
。
㊦
印
の
あ
る
作
晶
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
が
最
終
稿
で
あ
る
か
、
黄
罫
2
2
系
詩
稿

用
紙
に
書
き
写
さ
れ
る
直
前
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
㊦
印
が
っ
け
ら
れ
た
時
期
は
一

九
三
〇
年
末
頃
ま
で
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
『
詩
稿
補
遺
』
の
作
晶
に
つ
い
て
は
、

「
春
曇
吉
日
」
を
除
い
て
、
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
一
例
、
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
七
例

で
、
「
春
曇
吉
日
」
は
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
と
赤
罫
詩
稿
用
紙
と
が
組
み
合
わ
せ
て

使
わ
れ
て
い
る
。
『
第
三
集
』
の
⑦
印
を
付
さ
れ
た
作
晶
群
と
同
時
期
か
時
期
を
接

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
っ
の
作
晶
群
を
見
れ
ば
、
本
稿
の
最
初
に
挙
げ
た
詩
法
メ
モ
7
が
思
い
合
わ
さ

れ
る
は
ず
で
、
こ
れ
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
る
な
ら
、
こ
の
メ
モ
は
黄
罫
2
2
系
詩

稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
一
九
三
一
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
㊦
印
を

つ
け
た
時
期
よ
り
や
や
後
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
「
第
二
、
自
然
」
「
第
四
、
文
語
、
」
と
対
比
す

る
形
で
《
第
三
集
》
の
構
想
を
「
第
三
、
／
心
象
／
ス
ケ
ッ
チ
」
と
捉
え
、
構
成
を

「
田
園
　
　
↑
◎
o
測
／
社
会
、
　
　
旨
測
／
病
気
、
　
　
g
則
／
信
仰
、
　
　
旨
則
／

生
活
　
　
旨
◎
川
」
（
倒
し
た
表
記
は
横
書
き
部
分
。
な
お
、
意
味
不
明
だ
が
、
田
園

　
　
H
8
測
の
下
方
に
曽
o
口
と
も
あ
る
）
と
し
て
い
る
。

　
全
体
で
四
三
〇
頁
の
大
部
な
も
の
で
、
部
立
構
想
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
項
目
の

立
て
方
に
は
、
具
体
的
な
作
晶
の
裏
づ
け
を
見
な
け
れ
ば
、
そ
の
境
界
が
暖
昧
に
思

わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
各
部
立
ご
と
の
作
晶
量
ま
で
概
算
さ

れ
た
相
当
具
体
的
な
構
想
で
あ
る
。
「
第
二
、
自
然
」
と
対
応
す
る
形
で
、
　
《
第
三

集
》
を
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
総
括
し
て
い
る
。
部
立
ご
と
に
概
算
さ
れ
た
頁
数
は

一
応
の
目
安
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
見
合
う
量
の
作
晶
が
、
何
等
か
の
形
で

作
晶
番
号
欠
落
過
程
と
く
春
と
修
羅
　
第
三
集
v
一
九
三
一
年
構
想

（
木
村
）
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村
）
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用
意
さ
れ
て
い
た
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
中
で
も
、
「
社
会
、
　
　
旨
測
」
「
病

気
、
1
8
則
」
「
言
仰
、
　
　
旨
頁
」
と
い
っ
た
小
さ
な
項
目
が
立
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
っ
い
て
は
、
作
者
の
念
頭
に
具
体
的
な
作
晶
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
栗
原
敦
氏
は
、
こ
の
メ
モ
を
『
詩
稿
補
遺
』
の
構
想
と
捉
え
て
い
る
ふ
し
が
あ
る

が
、
『
詩
稿
補
遺
』
は
『
校
本
全
集
』
が
編
集
者
が
編
集
構
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て

作
者
の
構
想
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
杉
浦
静
氏
の
指
摘
が
す
で
に
あ
る
よ
う
に
、

メ
モ
の
「
病
気
、
　
　
9
則
」
は
『
校
本
全
集
』
の
『
疾
中
』
を
指
す
（
た
だ
し
、

現
行
の
『
疾
中
』
に
は
「
信
仰
、
　
　
旨
測
」
の
一
部
が
包
含
さ
れ
て
い
る
可
能
性

　
（
1
5
）

が
高
い
）
と
筆
者
も
考
え
る
が
、
『
第
三
集
』
の
原
稿
在
整
理
し
て
い
た
黒
ク
ロ
ー

ス
表
紙
の
メ
モ
に
、
「
定
稿
／
発
表
／
差
支
へ
な
し
／
春
と
修
羅
／
第
三
集
／
自
昭

和
元
年
／
至
　
　
四
年
」
と
あ
っ
た
段
階
の
時
期
指
定
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
れ
は
《
第
三
集
》
の
構
想
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
く
定
稿
V
と
認

め
ら
れ
た
も
の
が
、
四
三
〇
頁
を
目
標
に
、
こ
の
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
中
に
蓄
え
ら

れ
て
い
た
。

　
現
在
の
『
疾
中
』
詩
篇
を
基
礎
に
し
て
、
「
病
気
、
　
　
g
測
」
「
信
仰
、
　
　
旨

則
」
を
構
想
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
『
疾
中
』
に
は
短
い
も
の
が
多
く
、
全
体
で

三
〇
篇
し
か
な
い
の
で
、
量
的
に
少
し
足
り
な
い
（
例
え
ば
『
新
修
全
集
』
で
は
、

四
七
頁
）
。
杉
浦
氏
は
『
疾
中
』
中
の
口
語
詩
二
二
篇
だ
け
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
『
第
三
集
』
『
詩
稿
補
遺
』
中
の
関
係
作
晶
を
加
え
て
も
量
の
差
は
さ
ら

に
大
き
く
な
る
。
詩
人
は
メ
モ
段
階
で
「
病
気
、
　
　
8
測
」
「
信
仰
、
　
　
旨
川
」

で
『
疾
中
』
三
〇
篇
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
は
文
語
詩
が
混
じ
っ
て
い

て
詩
形
の
異
質
性
が
目
立
つ
た
め
、
ま
た
、
『
疾
中
』
の
文
語
詩
と
口
語
詩
を
分
離

し
て
は
モ
テ
ィ
ー
フ
の
一
体
性
が
保
て
な
い
た
め
、
後
に
こ
れ
を
独
立
さ
せ
た
と
考

え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
メ
モ
に
も
作
者
が
後
で
加
筆
し
、

「
自
昭
和
元
年
／
至
　
　
四
年
」
の
部
分
を
「
自
昭
和
元
年
四
月
／

至
　
　
三
年
七
月
」
に
改
め
て
お
り
、
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
に
『
疾
中
』
専
用
の
も
の

（
一
九
二
八
⑧
八
　
　
一
九
三
〇
）
を
設
け
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
作
者
は

『
疾
中
』
の
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
ラ
ベ
ル
に
「
皿
」
の
番
号
を
与
え
た
わ
け
だ
が
、

こ
れ
は
詩
法
メ
モ
7
の
「
第
四
、
文
語
、
」
と
は
、
別
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　
詩
法
メ
モ
7
が
、
『
詩
稿
補
遺
』
詩
篇
の
余
白
に
あ
り
、
『
疾
中
』
詩
篇
に
は
番
号

が
な
く
、
日
付
が
あ
る
作
晶
も
二
篇
だ
け
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
疾
中
』
を

含
む
詩
法
メ
モ
7
の
段
階
の
《
第
三
集
》
構
想
が
、
日
付
と
番
号
を
持
つ
作
晶
だ
け

を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
し
、
詩
集
が
部
立
構
成
で
あ
れ
ば
、
日
付

や
番
号
の
順
序
性
も
意
味
が
薄
れ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
構
想
の
立
案
が
、
手
元
に
溜

ま
っ
て
い
た
作
晶
と
、
ノ
ー
ト
稿
等
に
日
付
と
番
号
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
詩
法
メ
モ
7
の
構
想
か
ら
「
病
気
、
　
　
9
測
」
を
の
ぞ
く
残
り
の
三
八

○
頁
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
を
現
行
の
『
第
三
集
』
の
六
九
篇
だ
け
で

構
成
で
き
る
は
ず
が
な
い
（
因
み
に
『
春
と
修
羅
　
第
一
集
』
は
三
〇
〇
頁
だ
が
、

「
小
岩
井
農
場
」
「
東
岩
手
火
山
」
の
よ
う
な
超
大
作
を
含
ん
で
七
〇
篇
あ
る
）
。
の

み
な
ら
ず
、
こ
の
う
ち
の
二
二
篇
は
、
改
稿
過
程
で
日
付
と
番
号
を
失
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
み
て
、
な
お
『
詩
稿
補
遺
』
の
一
部
が
《
第
三
集
》
に
含
ま
れ

て
い
な
い
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
杉
浦
氏
は
『
疾
中
』
の
内
の
口
語
詩
二
二
篇
の
み
を
取
り
、
『
第
三
集
』
の
詩
稿

に
㊦
印
が
あ
る
も
の
二
六
篇
を
合
わ
せ
て
一
九
三
一
年
後
半
の
詩
人
の
《
第
三
集
》

構
想
の
核
を
な
す
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
作
晶
の
量
と
《
第
三
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集
》
構
想
に
予
定
さ
れ
た
ぺ
ー
ジ
数
に
開
き
が
あ
り
過
ぎ
る
。

　
そ
こ
で
先
の
作
晶
群
を
見
直
し
て
見
れ
ば
、
『
第
三
集
』
か
ら
選
び
出
さ
れ
て
い

る
作
晶
で
は
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
が
田
園
と
そ
の
周
辺
で
あ
り
（
先
に
保
留
し
た

作
晶
を
除
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
点
は
更
に
鮮
明
に
な
る
）
、
人
も
そ
の
中
で
は
点
景

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
晶
群
を
日
付
順
に
見
て
い
く
と
、
七
〇
六

「
村
娘
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
「
停
留
所
に
て
ス
ヰ
ト
ン
を
喫
す
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
「
村
娘
」
の
明
る
い
田
園
風
景
に
始
ま
り
、
「
停
留
所
に
て
ス
ヰ
ト
ン
を

喫
す
」
の
「
あ
と
は
電
車
が
来
る
間
／
し
づ
か
に
こ
㌧
へ
倒
れ
や
う
／
ぼ
く
た
ち
の

／
何
人
も
何
人
も
の
先
輩
た
ち
が
み
ん
な
し
た
や
う
に
／
し
づ
か
に
こ
＼
へ
倒
れ
て

待
た
う
」
と
す
る
意
識
で
結
ば
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
詩
人
の
羅
須

地
人
協
会
時
代
の
体
験
に
根
ざ
し
た
、
一
つ
の
物
語
の
枠
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
見

（
1
6
）

え
る
。
作
者
が
田
園
詩
人
の
半
生
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
田

園
風
景
と
は
不
可
分
の
気
象
状
況
と
の
対
応
も
あ
っ
て
日
付
が
重
要
な
意
味
を
持
つ

し
、
ま
た
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の
整
理
の
た
め
に
は
、
番
号
に
よ
る
整
理
も
有
効
で
あ
ろ

う
。
「
田
園
　
　
↑
8
測
」
と
記
さ
れ
た
の
も
、
事
前
の
こ
う
し
た
準
備
を
反
映
し
た

も
の
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
春
と
修
羅
』
（
第
一
集
）
の
編
集
過
程
で
も
、

〕
一
十
二
箇
月
の
過
去
と
か
ん
ず
る
方
角
か
ら
／
紙
と
鉱
質
イ
ン
ク
を
っ
ら
ね
」
た

心
象
を
、
日
付
順
に
配
列
し
た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
主
題
的
統
一
（
と
構

成
）
の
た
め
に
作
晶
の
差
し
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
。
日
付
と
と
も
に
番
号
に
よ
っ

て
類
似
の
主
題
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の
展
開
と
う
ね
り
を
配
慮

し
た
編
集
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
有
効
な
一
つ
の
準
傭
で
あ
ろ
う
。
『
第
二

集
』
で
は
複
数
の
作
晶
で
番
号
が
重
複
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
避
け
て
い
な
い
し
、

類
似
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
持
つ
作
晶
で
は
、
番
号
を
早
い
方
に
合
わ
せ
て
あ
る
の
も
、

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
『
詩
稿
補
遺
』
の
㊦
印
を
付
け
ら
れ
た
作
晶
群
で
は
、
生
活
に
取

材
し
た
も
の
が
多
く
、
内
省
的
な
も
の
、
背
景
に
社
会
を
捉
え
て
い
る
も
の
の
他
、

厳
し
い
社
会
批
判
を
打
ち
出
し
た
作
晶
も
混
じ
っ
て
い
る
。
先
に
問
題
を
指
摘
し
た

「
事
件
」
を
保
留
し
て
、
全
体
を
包
括
す
る
特
色
を
求
め
、
そ
の
差
異
を
先
の
メ
モ

の
部
立
に
合
わ
せ
て
、
『
第
三
集
』
で
⑦
印
を
持
つ
作
晶
を
「
田
園
詩
篇
」
と
呼
ぷ

と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
生
活
⑧
社
会
に
傾
斜
を
持
た
せ
た
作
晶
群
と
い
う
意
味

で
「
生
活
⑱
社
会
詩
篇
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
『
詩
稿
補
遺
』
の

作
晶
に
は
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
作
晶
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
燕
麦
の
種
子
を
こ
ぼ
せ
ば
」
が
、
や
が
て
『
詩
稿
補
遺
』

に
移
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
り
、
［
秘
事
念
仏
の
大
元
締
め
が
］
に
つ
い
て

も
、
同
様
の
扱
い
を
予
想
し
た
留
保
が
考
え
ら
れ
る
。

　
『
第
三
集
』
か
ら
『
詩
稿
補
遺
』
へ
の
移
行
に
お
い
て
も
、
作
者
の
選
択
意
識
は

投
影
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
選
ば
れ
た
も
の
は
別
表
に
整
理
し
た
一
一
作
晶
で
あ

る
。
［
西
も
東
も
］
「
蛇
踊
」
に
人
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
を
除
き
、
い
ず
れ
も
生
活
⑧

社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
作
晶
で
あ
る
。
直
接
人
が
描
か
れ
て
い
な
い

［
西
も
東
も
］
「
蛇
踊
」
に
し
て
も
、
改
稿
さ
れ
た
段
階
で
詩
人
の
内
省
的
性
格
が
強

く
な
り
、
「
田
園
詩
篇
」
と
は
別
の
性
格
の
作
晶
に
な
っ
て
い
る
。
「
生
活
箇
社
会
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

篇
」
に
含
め
て
不
自
然
さ
は
な
い
。

　
選
択
の
第
二
段
階
は
、
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
に
書
き
取
ら
れ
た
作
晶
（
つ
ま
り
、

一
九
三
一
年
こ
ろ
詩
人
が
手
を
入
れ
た
作
晶
）
を
、
選
び
出
し
て
み
た
。
こ
こ
に
も

作
者
の
選
択
意
識
が
反
映
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
第
三
集
』
の

も
の
と
、
『
詩
稿
補
遺
』
の
も
の
と
に
わ
け
て
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
先
に
見
た

性
格
は
そ
の
ま
ま
延
長
さ
れ
て
い
る
。
『
第
三
集
』
の
作
晶
で
、
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用

紙
に
書
き
取
ら
れ
た
作
晶
か
ら
、
先
に
見
た
㊦
印
が
つ
い
た
作
晶
の
逐
次
形
を
除
い

作
品
番
号
欠
落
過
程
と
く
春
と
修
羅
　
第
三
集
v
一
九
三
一
年
構
想
（
木
村
）
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た
も
の
が
、
別
表
に
追
加
稿
と
し
て
列
挙
し
た
七
作
晶
で
あ
る
。
た
だ
、
「
県
技
師

の
雲
に
対
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
三
）
」
の
紙
葉
に
は
、
「
縦
横
に
四
つ
折
り
し
た

痕
跡
が
あ
る
」
か
ら
、
保
留
条
件
が
付
く
。
こ
れ
は
作
晶
の
場
面
が
「
田
園
」
で
な

い
こ
と
と
、
詩
人
が
県
技
師
の
肩
書
き
を
持
つ
と
い
う
虚
構
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
、

他
の
「
田
園
詩
篇
」
の
諸
作
晶
と
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
田

園
⑧
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
作
晶
で
あ
る
。

　
『
詩
稿
補
遺
』
の
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
も
の
か
ら
、
先
に
『
第
三
集
』

か
ら
の
移
行
さ
れ
た
作
晶
の
逐
次
稿
と
、
取
材
時
期
が
指
定
さ
れ
た
期
間
か
ら
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

れ
る
も
の
を
除
く
と
、
別
表
に
追
加
稿
と
し
て
上
げ
た
一
〇
篇
が
あ
る
。
「
こ
っ
ち

の
顔
と
」
の
原
稿
の
紙
葉
に
は
「
横
に
二
つ
折
り
（
上
辺
と
下
辺
が
重
な
る
よ
う
に
）

さ
れ
て
い
た
痕
」
が
あ
り
、
「
あ
か
る
い
ひ
る
ま
」
に
は
、
「
縦
横
に
四
っ
折
り
し
た

痕
跡
が
あ
る
」
と
い
う
。
「
あ
か
る
い
ひ
る
ま
」
に
は
宗
教
上
の
考
察
が
見
え
る
未

定
稿
で
あ
る
か
ら
、
保
留
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
こ
っ
ち
の
顔
と
」

の
最
終
稿
は
、
下
書
稿
（
一
）
の
余
白
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
下
書
稿

（
一
）
で
保
留
し
た
の
で
あ
っ
て
、
最
終
稿
で
は
改
め
て
採
択
さ
れ
て
い
る
可
能
性

な
く
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
考
え
る
と
、
九
篇
あ
る
い
は
一
〇
篇
の
い

ず
れ
も
が
生
活
⑧
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
作
晶
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
を
見
れ
ば
、
「
田
園
詩
篇
」
と
「
生
活
⑧
社
会
詩
篇
」
に
お
け
る
、

「
田
園
」
と
「
生
活
⑱
社
会
」
の
意
味
は
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
日
付
と
番
号
の

有
無
が
、
作
晶
の
内
容
や
《
第
三
集
》
の
部
立
構
想
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
考

え
さ
せ
る
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
。
詩
法
メ
モ
7
に
し
た
が
っ
た
一
九
三
一
年
段
階
の

《
第
三
集
》
構
想
を
い
う
に
は
、
な
お
、
構
想
の
各
項
目
に
該
当
す
る
作
晶
の
推
定

と
そ
の
構
成
、
各
項
目
の
意
味
な
ど
、
確
か
め
る
べ
き
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
『
疾
中
』
、
『
第
三
集
』
、
『
詩
稿
補
遺
』
か
ら
各
約
三
〇
篇
程
度
選
ば
れ
た
作

晶
群
を
基
礎
に
し
た
部
立
構
造
の
《
第
三
集
》
こ
そ
、
一
九
三
一
年
頃
の
作
者
の
念

頭
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
予
測
で
あ
る
。
そ
の
場
A
R

一
九
三
一
年
段
階
の
逐
次
稿
に
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
、
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用

紙
に
記
さ
れ
た
原
稿
が
あ
る
場
合
は
そ
の
逐
次
稿
を
、
そ
れ
以
前
に
使
わ
れ
た
用
紙

に
記
さ
れ
た
原
稿
で
も
、
遅
い
方
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
別
表
は
そ
う
し

た
考
え
方
で
作
成
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
こ
と
だ
が
、
詩
法
メ
モ
7
に
付
記
さ
れ
て
い
た

「
曽
O
口
」
と
い
う
意
味
不
明
の
メ
モ
の
意
味
を
、
も
し
約
二
〇
〇
日
分
の
作
晶
に
通

じ
る
と
見
れ
ば
、
総
頁
数
四
三
〇
と
い
う
構
想
と
釣
り
合
う
面
も
あ
る
。
そ
の
場
合

は
約
半
数
の
作
晶
は
揃
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

五
　
詩
法
メ
モ
8
と
《
第
三
集
》
の
関
係
冷

番
号
欠
落
の
理
由
四

　
こ
こ
ま
で
整
え
ら
れ
て
き
た
詩
法
メ
モ
7
の
《
第
三
集
》
構
想
は
、
以
後
突
然
成

長
を
や
め
た
。
『
第
三
集
』
と
『
詩
稿
補
遺
』
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
約
六
〇
篇
の
詩

篇
か
ら
も
、
二
五
篇
（
中
断
稿
を
含
む
）
が
文
語
詩
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
、
ほ
と
ん
ど
構
想
の
解
体
に
等
し
い
。

　
で
は
、
　
《
第
三
集
》
構
想
は
完
全
に
消
滅
し
、
文
語
詩
集
構
想
に
吸
収
さ
れ
た
の

か
。
そ
れ
と
も
、
少
数
だ
が
口
語
詩
の
改
稿
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
　
《
第

三
詩
集
》
と
し
て
そ
の
命
脈
は
保
た
れ
た
の
か
。
い
い
か
え
る
と
、
冒
頭
に
あ
げ
た

詩
法
メ
モ
8
に
記
さ
れ
た
《
第
三
詩
集
》
の
構
想
と
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ

う
に
文
語
詩
集
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い
口
語
詩
集
な
の
か
。
そ

こ
で
詩
人
が
求
め
て
い
た
も
の
は
何
か
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
日
付
と
番
号
は
ど
の

様
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
次
の
問
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題
で
あ
る
。

　
詩
人
が
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
に
作
晶
を
書
き
写
し
た
後
、
　
《
第
三
集
》
に
関
す
る

作
品
が
多
く
文
語
詩
化
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
改
め
て
別
の
用
紙
に

書
か
れ
た
口
語
詩
の
流
れ
が
三
っ
あ
る
。
一
っ
は
定
稿
詩
稿
用
紙
へ
の
清
書
の
流
れ

で
あ
る
。
こ
れ
は
定
稿
詩
稿
用
紙
に
書
き
写
さ
れ
た
作
晶
は
九
篇
（
『
第
三
集
』
六

例
、
『
詩
稿
補
遺
』
三
例
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
う
ち
二
篇
（
『
第
三
集
』
　
の

七
四
二
番
「
圃
道
」
と
『
詩
稿
補
遺
』
の
「
あ
ら
ゆ
る
期
待
を
喪
ひ
な
が
ら
」
）
は
、

さ
き
の
《
第
三
集
》
構
想
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
作
晶
で
あ
る
。
こ
の
作
晶
群
は
、

文
語
詩
化
の
試
み
と
重
複
し
な
い
。
二
っ
目
は
、
改
稿
に
使
わ
れ
た
用
紙
が
違
う
た

め
に
『
補
遺
詩
篇
皿
』
に
収
め
ら
れ
た
四
篇
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
は
っ
き
り

と
「
凝
縮
化
」
の
傾
向
が
見
え
る
。
作
晶
に
は
、
い
ず
れ
に
も
日
付
も
番
号
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。
三
っ
目
は
、
文
語
詩
の
口
語
詩
化
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
例
が

少
な
い
。
こ
の
場
合
も
、
日
付
と
番
号
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
口
語
詩
に
お

け
る
凝
縮
化
を
見
せ
た
作
晶
群
に
、
日
付
も
番
号
も
な
い
こ
と
が
、
作
者
の
最
晩
年

に
お
い
て
自
ら
に
課
し
た
「
手
法
の
革
命
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

な
お
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

注
－
　
杉
浦
静
『
宮
沢
賢
治
　
明
滅
す
る
春
と
修
羅
」
（
蒼
丘
書
林
お
箪
o
。
．
）
「
〈
春
と
修

　
羅
　
第
三
集
V
の
生
成
」
の
章
参
照
。

2
　
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
」
に
お
け
る
番
号
と
日
付
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
「
宮

　
沢
賢
治
研
究
＞
暮
§
H
」
お
8
，
O
。
．
）
参
照
。

3
　
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
　
第
三
集
』
『
詩
ノ
ー
ト
」
に
お
け
る
番
号
と
日
付
に
関
す
る
一

　
考
察
」
（
「
国
文
学
孜
」
㎜
号
　
H
㊤
寧
鼻
）
参
照
。

4
　
『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
」
第
十
二
巻
上
校
異
参
照
。

作
品
番
号
欠
落
過
程
と
く
春
と
修
羅
　
第
三
集
v
一
九
三
一
年
構
想

（
木
村
）

56798 　
拙
稿
「
資
料
と
考
察
　
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』
創
作
日
付
の
日
の
気
象

状
況
」
（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
6
巻
　
H
㊤
竃
．
鼻
）
「
資
料
と
考
察
　
宮
沢
賢

治
『
春
と
修
羅
第
三
集
」
『
詩
ノ
ー
ト
』
創
作
日
付
の
日
の
気
象
状
況
」
（
山
根
巴
⑱
横

山
邦
治
編
『
継
承
と
展
開
』
和
泉
書
院
　
収
録
予
定
）
お
よ
び
注
3
の
拙
稿
参
照
。

　
「
社
会
主
義
思
想
」
へ
の
接
近
と
離
反
に
つ
い
て
は
、
『
新
修
宮
沢
賢
治
全
集
」
第
四

巻
解
説
で
入
沢
康
夫
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
差
し
替
え
稿
に
つ
い
て
は
、
注
3

の
拙
稿
参
照
。

　
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』
［
［
祠
の
前
の
ち
し
ゃ
の
い
ろ
し
た
草
は
ら
に
］
考
」

（
「
国
語
教
育
論
叢
」
3
号
　
H
竈
卜
ω
．
）

　
注
3
の
拙
稿
参
照
。

　
詩
稿
用
紙
は
『
校
本
全
集
』
に
お
い
て
厳
密
に
区
別
整
理
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
、
そ
の
使
用
時
期
だ
け
が
問
題
に
な
る
の
で
、
両
面
に
罫
が
ガ
リ
刷
さ
れ
て

い
る
用
紙
と
片
面
だ
け
に
罫
が
ガ
リ
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
に
っ
い
て
は
、
そ
の
使
用
時

期
に
差
を
見
出
だ
せ
な
い
の
で
、
こ
れ
を
区
別
せ
ず
、
黄
罫
（
2
4
2
4
行
）
詩
稿
用
紙
と

黄
罫
（
2
4
0
行
）
詩
稿
用
紙
を
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
と
し
、
他
の
用
紙
に
つ
い
て
も
こ

の
例
に
従
う
。

　
な
お
、
詩
稿
用
紙
の
使
用
時
期
に
っ
い
て
は
、
杉
浦
静
氏
の
注
1
の
著
書

「
〈
春
と
修
羅
V
の
行
方
　
　
賢
治
晩
年
の
詩
稿
整
理
1
」
の
章
に
詳
細
な
研
究
が
あ

る
。
筆
者
も
、
ほ
ぼ
こ
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
に

は
、
書
簡
に
流
用
さ
れ
た
例
が
な
い
の
で
、
杉
浦
氏
は
文
語
詩
「
惇
馬
（
一
）
」
の
草
稿

の
一
部
が
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
（
使
用
時
期
は
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
上
旬
か
ら
年

末
か
翌
年
初
ま
で
）
に
あ
り
、
下
書
稿
（
一
）
が
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
の
使
用
時
期
を
一
九
三
一
年
末
と
さ
れ
て
い
る
が
、

黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
が
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
よ
り
後
の
詩
稿
に
使
わ
れ
た
例
は
な
く
、
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作
晶
番
号
欠
落
過
程
と
く
春
と
修
羅
　
第
三
集
v
一
九
三
一
年
構
想
（
木
村
）

黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
は
一
九
三
〇
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
書
簡
に
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
も
黄
罫
2
4
系
詩
稿
用
紙
と
同
時
期
に
使
用

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
の
論
拠
と
な
っ
た
文
語
詩
「
惇
馬
（
一
）
」
と
メ
モ
と

の
関
係
は
、
文
語
詩
「
桿
馬
（
一
）
」
下
書
稿
（
一
）
黄
罫
2
6
系
詩
稿
用
紙
↓
「
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
手
帳
」
メ
モ
↓
下
書
稿
（
二
）
∫
（
三
）
下
書
稿
（
一
）
の
余
白
、
改
稿
の
時

期
は
下
書
稿
（
四
）
の
直
前
↓
下
書
稿
（
四
）
黄
罫
2
2
系
詩
稿
用
紙
と
い
っ
た
流
れ
が

想
定
で
き
る
。
類
似
の
事
例
が
、
『
第
二
集
』
一
八
四
番
「
春
」
の
逐
次
稿
に
取
り
込
ま

れ
た
「
御
大
典
記
念
手
帳
」
中
の
メ
モ
に
見
出
だ
さ
れ
る
。

　
注
5
の
拙
稿
「
資
料
と
考
察
　
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
　
第
三
集
』
『
詩
ノ
ー
ト
」
創

作
日
付
の
日
の
気
象
状
況
」
参
照
。

　
拙
稿
「
宮
沢
賢
治
『
醸
原
淑
女
』
考
」
（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
5
巻
　
H
8

H
．
旨
．
）
参
照
。

　
日
付
と
番
号
が
揃
っ
て
い
る
た
め
『
第
三
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
使
用
さ
れ

た
用
紙
が
詩
稿
用
紙
で
な
い
も
の
に
七
一
五
番
［
道
べ
の
粗
架
に
］
が
あ
り
、
こ
れ
は

『
補
遺
詩
篇
皿
』
に
収
め
ら
れ
た
「
装
景
者
」
が
書
か
れ
て
い
る
「
O
○
乞
．
セ
ピ
ア
罫
原
稿

用
紙
」
の
裏
に
あ
る
。
こ
れ
は
「
装
景
家
と
助
手
と
の
対
話
」
の
関
連
稿
で
あ
る
。

　
杉
浦
静
『
宮
沢
賢
治
　
明
滅
す
る
春
と
修
羅
」
（
蒼
丘
書
林
H
8
ω
ω
）
「
〈
春
と
修
羅

　
第
三
集
V
の
生
成
」
の
章
参
照
。

　
栗
原
敦
『
宮
沢
賢
治
　
透
明
な
軌
道
の
上
か
ら
』
（
新
宿
書
房
お
竃
．
o
◎
』
o
・
）
「
春
と
修

羅
　
詩
稿
補
遺
」
の
章
参
照
。
こ
の
メ
モ
を
《
第
三
集
》
の
構
想
メ
モ
と
し
た
筆
者
の

判
断
は
、
杉
浦
氏
の
見
解
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
だ
が
、
こ
れ
が
妥
当
性

を
持
つ
た
め
に
は
、
具
体
的
な
作
晶
群
の
裏
づ
け
に
よ
っ
て
、
構
想
の
実
態
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
杉
浦
静
氏
か
ら
個
人
的
に
、
『
疾
中
」
の
文
語
詩
は
祈
り
を
主
要
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
て

161718

い
る
の
で
、
こ
れ
を
別
に
扱
っ
た
と
い
う
教
示
を
得
た
。
こ
れ
に
示
唆
を
得
て
見
直
す

と
、
『
疾
中
』
中
の
幾
篇
か
は
、
「
信
仰
、
1
嵩
測
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　
詩
人
が
⑦
印
を
付
し
た
段
階
よ
り
早
い
時
期
に
作
晶
選
択
を
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ

る
、
△
印
○
印
お
よ
び
㊧
印
を
つ
け
た
作
品
が
少
数
あ
る
。
七
〇
九
番
「
春
」
と
七
四

〇
番
「
秋
」
に
は
△
印
、
「
水
汲
み
」
に
は
△
印
と
○
印
、
一
〇
〇
一
番
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
眩
ゆ
く
さ
む
く
」
に
は
○
印
、
一
〇
五
九
番
「
開
墾
地
検
察
」
と
「
県
技
師
の
雲

に
対
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
に
は
㊧
印
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
七
〇
九
番
「
春
」

と
一
〇
五
九
番
「
開
墾
地
検
察
」
は
、
㊦
印
を
付
し
た
選
択
段
階
で
は
選
に
漏
れ
、
つ

い
に
は
削
除
さ
れ
る
の
だ
が
、
「
春
」
に
は
「
ぎ
ち
ぎ
ち
と
鳴
る
　
汚
い
掌
を
、
／
お
れ

は
こ
れ
か
ら
も
つ
こ
と
に
な
る
」
と
、
一
種
の
決
意
表
明
を
述
べ
て
い
た
。

　
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宮
沢
賢
治
《
春
と
修
羅
　
第
三
集
》
　
一
九
三

一
年
構
想
『
田
園
詩
篇
」
試
論
」
（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
7
巻
2
号
　
H
⑩
虞
．

ω
．
）
参
照
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宮
沢
賢
治
《
春
と
修
羅
　
第
三
集
》
一
九
三
一
年
構

想
『
生
活
扇
社
会
詩
篇
』
試
論
」
（
「
島
大
国
文
」
2
2
号
　
お
胃
．
ω
．
）
参
照
。

　
取
材
時
期
が
指
定
さ
れ
た
期
間
か
ら
ず
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
『
第
二
集
』
か
ら
移
行

さ
れ
た
も
の
の
他
に
、
「
軍
馬
補
充
部
主
事
」
が
あ
る
。
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別表I　《第三集》「田園詩篇」

作
晶
番
号
欠
落
過
程
と

く
春
と

修
羅

筆

集

V
九

年
構
想

木
村

黄罫22系詩 「田園詩篇」への 詩法メモ7段階の逐次稿と

番号　　作晶名（選択された逐次稿） 創作日付
稿用紙稿 採否保留の別 題　　　　　　　名

706村娘（下書稿二） 1926．5．2． 採 同左

711水汲み（下書稿三） 1926．5．15． 有 採 下書稿㈲同左

714疲労 1926．6．18． 採 同左

×718蛇踊 1926．6．20． 否（詩稿補遺へ）

⑦ x718井戸 1926．7．8． 否（詩稿補遺へ）

726風景 1926．7．14． 採 同左
カ　ダチ

印 728　［深雨はそそぎコ（下書稿三） 1926．7．15． 有 採 下書稿㈲同左

733休息（下書稿三） 1926．8．27． 採 同左

で 736　［濃い雲が二きれ］ 1926．9．5． 採 同左

739　〔霧がひどくて手が凍えるな］ 1926．9．13． 有 採 下書稿（⇒同左

選 740秋（下書稿二） 1926．9．23． 採 同左

741白菜畑（下書稿二） 採 同左
択

＞1012　［甲助今朝まだくらあに］（下書稿三） 1927．3．21． 有 採 下書稿（域㈲内同左

さ
1014春（下書稿二） 1927．3．23． 採 同左

1017開墾（下書稿二） 1927．3．27． 採 同左
オート

れ
x1025　［燕麦の種子をこぼせばコ（下書稿四） 1927．4．4． 否（詩稿補遺へ）

1030　春の雲に関するあいまいなる議論（下書稿三） 1927．4．5． 採 同左

た
1032　　［あの大もののヨークシャ豚が］（下書稿二） 1927．4．7． 有 採 下書稿目同左

1036燕麦播き（下書稿三） 1927．4．11． 採 同左

も 1043市場帰り（下書稿二） 1927．4．21． 採 同左

峯1053　［おい　けとばすな］（下書稿二） 1927．5．3． 有 採 下書稿臼同左
の 峯1056　［秘事念仏の大元締が］（下書稿二） 1927．57． 保留

1068　　［エレキや鳥がぱしゃばしゃ翔べば］（下書稿二） 1927．5．14． 採 同左

1079．僚友（下書稿二三） 1927．7．1． 採 同左

1080　［さわやかに刈られる麓や］（下書稿五） 1927．7．7． 採 同左

停留所にてスヰトンを喫す 1927．7．20． 採 同左

ラムプ

727　［アカシヤの木の洋燈からコ（下書稿二） 1926．7．14． 有 採 同左

追 730　［おしまひはコ 1926．8．8． 有 採 同左

743　［盗まれた白菜の根へ］（下書稿四） 1926．10．13 有 採 同左

加 1001　　［プラットフォームは眩ゆくさむく］（下書稿五） 1927．2．12． 有 採 同左

1008　［土も掘るだらうコ 1927．3．16． 有 採 同左
稿 1040　［日に曇ができ］（下書稿二） 1927．4．19． 有 採 同左

1072　県鵠砺の雲に対するステートメント（下書稿三） 1927．6．1． ＊有 保留

注　×印、改稿後　『春と修羅　詩稿補遺』へ移行する作晶。

　＞印、紙葉に「横に二つ折り（上辺と下辺が重なるように）されていた痕がある」もの。本表記

　　　載以外の『第二集』の例では、743「盗まれた白菜の根へ」下書稿臥1001「プラソトフォー

　　　ムは眩くさむく」下書稿（≡）、1075「嘆語」下書稿目がある。

　1…：印、紙葉に「横に四っ折りされていた痕がある」もの。本表記載以外の『第三集』の例では、

　　　1042「同心町の夜明けかた」下書稿㈲がある。

　＊印、紙葉を「縦横に四つ折りした痕跡がある」もの。



86

別表1I 《第二集》「生活⑧社会詩篇」

下書綴階（『第…剰）の 黄罫22系用 「生活1杜会詩詩法メモ7段階の

作品名（選択された逐次稿）
作晶題名 細稿の有無 篇」への採否 逐次稿と題名

［そもそも拙者ほんものの清教徒ならば］ 同 採 同左

㊦
＞事件 同 保留

［あしたはどうなるかわからないなんて］
ママ療屋手入れ

採 下書稿目
印 保線工夫（下書稿一） 同 採 下書稿（二）

で 会食 同 採 同左

選 春曇吉日 同 有 採 同左

択
＞杉（下書稿一） 同 有 採 下書稿（二）同左

［もう二三べん］（下書稿一） ［部落中一日大さわぎして］ 有 採 下書稿目同左
［黄いろにうるむ雪ぞらに］（下書稿） 同 採 同左

蛇踊 718「蛇踊」「井戸」 採 同左

［白菜はもうコ 730／2「増水」 採 同左
『
第

［西も東も］ 731［黄いろな花もさき］「煙」 採 同左

一一一 ［みんな酸っぱい胡瓜噛んで］ 735「饗宴」 採 同左

集 表彰者 峯1020「野の師父」 有（校了） 採 下書稿㈲

』 ［生温い南の風が］ 1022［一牌四月来たときは］ 採 同左

か 心象スケッチ、退耕 1025［燕麦の種子をこぼせば］ 採 同左

ら 雲 1039［うすく濁った浅葱の水がコ 採 同左

移 ［降る雨はふるしコ 1088［もうはたらくなコ 採 同左
行

［倒れかかった稲のあひだでコ 峯1089［二時がこんなに暗いのは］ 有（校了） 採 下書稿目

［このひどい雨のなかでコ 峯1090［何をやっても間に合はな” 採 同左

［こっちの顔と］ 保留

会見 有 採 同左
追 来訪 有 採 同左

冗語 有（校了） 採 同左

加
［しばらくだった］ 有 採 同左

［熊はしきりにもどかしがって］ 有 採 同左

夜 有 採 同左

稿 隅が一疋コ 有 採 同左

［職員室に、ごっちカレ足はいるやいなや］ 有 採 同左

［あかるいひるま］ ＊有 保留

作
品
番
号
欠
落
過
程
と

く
春
と

修
羅

箪

集

v
九

年
構
想

木
村

注　＞印、紙葉に「横に二つ折り（上辺と下辺が重なるように）されていた痕がある」もの。本表記

　　載以外の『詩稿補遺』の例では、「まぷしくやっれて」下書稿「この医者はまだ若いので」下

　　書稿、「みんな食事もすんだらしく」下書稿一第2葉がある。

　峯印、紙葉に「横に四つ折りされていた痕がある」もの。本表記載以外の『詩稿補遺』の例では、

　　「火祭」†書稿（二）、「審判」下書稿目がある。

　＊印、紙葉を「縦横に四っ折りした痕跡がある」もの。


